
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 東京パラリンピックという大きな目標に向け、一生懸命練習をし 

 ている選手の気持ちに触れ、苦悩や喜びを知る。 

● 実際に競技用車いすに乗って競技することで、体力づくりや努力 

が必要であることを体験を通して学ぶ。 

 
 

● 体験を通して、人間のもつ強い力、可能性について学ぶことが 

 できた。 

● 車いすバスケットボール競技を体験することで、２０２０年東 

京オリンピック・パラリンピックへの関心を高めることができた。 

競技する選手の気持ちを考え、応援することができるであろう。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○。 

 

● 競技用車いすで激しくぶつかったり、シュートを決めたりする姿 

 は、とてもかっこよくたくさん練習をしているのだろうと思った。 

● 「障がいがあってもいろいろなことができる」という何事にも前 

向きに考えられる精神力がすごいと思った。 

車いすバスケットボール体験 

第４学年 



 

 

 

 

 


